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冒頭、根橋 美津人実行委員長（連合長野
会長）はあいさつで、東日本大震災から10年を
迎え、労働組合の原点である「支えあい・助け合
い・つながり」の大切さや、風化させずその教訓
を活かし未来へとつなげていく行動の重要性、
101年を迎えるメーデーの歴史より世界の平和
と民主主義、人権について訴えた。また、コロナ
禍における社会経済や雇用情勢などの様々な
課題に触れ、「セーフティネットの脆弱はもとより、
様々な格差拡大が浮き彫りとなった今、必ずそ
ばにいる存在として、働く者・生活者に寄り添っ
た労働組合の重要性は増している。コロナ禍に
おいて命を守り、社会を支えるために奮闘してい
ただいている仲間が多くいる。今こそ、心を一つ
に希望あふれる未来を切り拓いていこう」と力強
く呼びかけた。

続いて、来賓を代表して、阿部 守一長野県
知事と、羽田 次郎参議院議員よりご挨拶をい
ただき、阿部知事からは、新型コロナウイルス感
染症拡大防止に向けた行動や、医療関係者・
社会インフラを担う働く仲間の皆さんへの感謝

が述べられ、誹謗
中傷をなくす「シト
ラスリボンプロジェク
ト」への呼びかけ、
感染予防対策・経
済・雇用・生活福
祉対策に全力をあ
げて取り組んでいく決意が述べられた。

羽田参議院議員からは、参議院補欠選挙の
支援に対するお礼とあわせ、働く者の目線を根
底に、小さな声・声なき声を国政に届け実現して
いくこと、コロナ対策に全力をあげていきたいと
述べられた。

特別報告①は被災地からの報告として、連
合宮城 大黒 雅弘事務局長から、この間の多く
の支援への感謝、東日本大震災からの復旧・復
興に向けた道のりや今後の課題についてお話
をいただき、特別報告②は、エッセンシャルワー
カーからの報告として、私鉄県連 西澤 かおりさ
んから、コロナ禍のなか、社会インフラを支える地
域公共交通の厳しい現状や、感染リスクの不安、

5月1日（土）、長野市芸術館アクトスペースにおい
て、第92回長野県中央メーデーが開催された。

新型コロナウイルス感染症対策のため、今年もオンラ
イン開催となったが、長野地区だけでなく、県下各地を
zoomとYouTubeでつなぎ、約1,000人の組合員とご
家族にご参加いただいた。今年も自宅や職場で個人
がメーデーの意義・意味を考えあう合うことができるよう、
プラグラム内容を工夫し事前に配布した。また、今年は

「参加型のメーデーにしてほしい」という、単組・組合員
からの要望により「プラカード＆メッセージコンテスト」を企画した。コロナ禍での厳しい状況、将来に対する
不安の想い、現政権への訴えや、将来への期待などについて、趣向を凝らしたフォトメッセージが寄せら
れた。式典内で上映したのちはホームページやFacebookでも発信し、社会に訴えるメーデーとした。
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未来を信じてともに難局を乗り越えていこうという力強
い呼びかけをいただいた。

最後に、新光電気労組 五味 裕理奈さんからのメー
デー宣言、中山 千弘副実行委員長（労福協理事長）
からの頑張ろう三唱でメーデー式典が締めくくられた。

新型コロナウイルスの影響
により式典を断念した地区
も、街頭アピールやポスター
コンテストなど、工夫を凝らし
て開催しました。

■第92回各地区メーデー

特別報告
私鉄県連 西澤かおりさん

メーデー宣言
新光電気労組 五味 裕理奈さん

参加者とオンラインでつないだ
団結がんばろう

式典後は、長野市内を街宣アピールフォトメッセージ＆プラカードコンテスト
各単組から応募いただいた作品を上映

上小地区
メーデー

～コロナ禍のいまだからこそ、
「労働者の祭典」メーデーの意義・意味を考えよう！～

高水地区
メーデー

特別報告
連合宮城大黒事務局長

来賓　阿部守一県知事 来賓　羽田次郎参議院議員
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諏訪地区
メーデー

飯伊地区
メーデー

佐久地区
統一
メーデー

上伊那地区
メーデー

大北地区
中央
メーデー

木曽地区
メーデー松本・塩尻・

安曇野地区
合同メーデー
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連合長野では、結成30周年企画の第1弾として、3
月23日（火）から4月12日（月）まで、「みんなで選ぼう！オ
リジナルユニオニオン投票」を実施し、皆さんからの投
票にてご当地ユニオニオンを決定しました。

組合員やご家族、一般の方など約500を超える皆さ
んに投票をいただき、なかには、職場や組合でとりまとめ
てご応募いただいた組織もありました。ＨＰやFacebook
からは、県外からのご応募もいただき、連合長野への期
待や関心の大きさを改めて感じました。大勢の皆さまに
ご参加をいただき本当にありがとうございました。

結果は、スノーモンキーユニオニオンが全体の
59.1％、リンゴのユニオニオンが40.9％と僅差で「ス
ノーモンキーユニオニオン」が接戦を制しました。

ご応募いただいた方からは、「可愛くてどちらも選べな
い」「他県のオリジナルユニオニオンも知りたい」「今後、
どのような場面で使われるのか」という声をいただきました。

今後、ご当地ユニオニオンとして、通常の「ユニオ
ニオン」とともに、オリジナルの「スノーモンキーユニオニ
オン」も連合・連合長野運動を盛り上げていきます。

これからの活躍を楽しみにしてくださいね。

みんなで選ぼう！
～「連合長野オリジナル ユニオニオン」～

大勢の皆さまのご参加
ありがとうございました！

結果
発表！

決定！

■スノーモンキーのユニオニオン ■リンゴのユニオニオン
59.1％59.1％

40.9％40.9％

投票期間：2021年3月23日（火） ～ 4月12日（月）
投票方法：投票用紙・連合長野ＨＰ・Facebook等からの投票
投票対象：団体および個人（組合員・家族・一般の方）
応募総数：542票（個人・団体）


